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「社会福祉法人りんどう信濃会」が設置運営している悠生寮の建設が,

精神薄弱者の福祉向上を願って伊久間原下原地籍に決定され,現在工事が

進行中であります。 伊久間原は,重要な遺跡であり,昭和27年 029年農

道開発の際,縄文時代 。古墳時代の住居址が検出されたのを始め, その後

の開発事業実施に伴う文化財保護の立場から工事実施前の調査により,数

多くの貴重な遺構や遺物が検出されている地籍であります。

今度の下原地籍は末調査の地籍であるが,伊久間原遺跡の重要な一部と

考えられるため,工事の実施に先立ち発掘調査を行いました。

調査の結果は,縄文時代早期から後期にかけての永い年月にわたっての

住居址が数多く発見された外,屋外での生活の場とみられる集石炉や,完

形の土器をはじめ多くの土器片・石器類などが発見され,先人達の厳しい

自然に堪えながらの生活をしたであろう事がしのばれ,貴重な成果を上げ

る事ができました。

調査にあたりましては,炎天の下または,寒風の吹く季節までの長期間

にわたる発掘調査・報告書作成に格別の御轟力を賜りました佐藤甦信団長

を始め調査員 0作業員の方々の御努力,地区の方 ・々土地所有者の御理解,

御援助のあったことを厚く御礼申し上げます。

平成 3年 3月 2日

喬木村教育長 下 岡 重 尊

一
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1.本書は長野県下伊那郡喬木村伊久間原遺跡下原面の発掘調査報告書である。
2.伊久間原遺跡下原面に社会福祉法人悠生寮建設に伴う事前の発掘調査を喬木村教育委員会が実施した。
3.調査は平成元年 (1989)8月 ～11月 にかけ発掘し,平成 2年度に報告書を刊行した。
4。 本書の記載については,住居址を優先し,時代順を原則とした。遺構図・遺物図は本文と併せ挿図と
しt写真図版は本文末に付した。
5。 報告書は佐藤がまとめたが,一部の執筆「土墳及び石器一覧表」は牧内が分担した。
6.遺構・遺物の実例は佐藤が行い,牧内が補佐し,製図は田口が担当した。
7.本書の遺構図に記した数字はそれぞれの穴の深さをcmで表わした。
8.出土遺物・地層については,松島信幸・神村 透・宮内恒之・伴 信夫の四氏から指導を受け,縄文
中期土器の復原は福沢幸一氏による。

9.遺物は喬木村歴史民俗資料館に保管してある。
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1.自 然的環境

伊久間原遺跡下原面は長野県下伊那郡喬木村伊久間原下原に所在し,伊久間原遺跡群の一環をなす。

長野県飯田・下伊那地方は東に赤石山脈が連なり,西に木曽山脈が鴛え,その中間を天竜川が南下して

その両側に見事な段丘が発達している。天竜川の東岸一竜東地区は背後には赤石山脈の前面に中山性の伊

那山脈が大西山 (1741π ),鬼面山 (1889π ),氏乗山 (1818π ),金森山 (1702π )と なって赤石山脈と

並走している。伊那山脈の東面は急竣な断崖をなすが,西面は数列の断層による起伏をもちながら段丘面

に達し,天竜川の西岸一竜西地区に比し山麓からのびる扇状地は狭小で段丘面の幅員も全般的には狭いた

書斤村から喬木村にかけての段丘の発達は著しく,特に北から書斤村の田村原,林原,伴野原,喬木村の

城原,帰牛原,伊久間原,さ らに飯田市下久堅の中尾,庚申原と続く伊那谷中位段丘面の幅は広く典型的

な段丘地形を形成している。

遺跡の所在する伊久間原面は南北1250π ,東西150～300π ,'標高487～498πの広い段丘面をなし,西は

緩い段丘崖となって一段低位の下原面となる。南北450π,東西は南側で120π ,北にいくに従い狭く,三

角形の台地形をなし,標高469～470π。ともに伊那谷第 5段丘に位置づく。

北は高距70π余の急竣な浸蝕崖となり,崖下を小川川が西流し天竜川に注いでいる。西は伊久間原面で

95π ,下原面で75πの比高をもつ段丘崖となり,その崖下に伊久間部落が南北に細長く展開し, 3～ 4π

の比高をもって天竜川氾濫原の水田地帯となり,伊久間原面と天竜川との比高は100π前後である。天竜

川の氾濫低地をのぞみ,同位段丘面にある飯田市街地と相対している。南は境ノ沢の深い浸蝕谷によって

切られ,沢を距てて飯田市下久堅の中尾,庚申原と続くが,それ以南は小河川の浸蝕により段丘面は狭小

となる。東は約60πの比高をもつ高位段丘の大原台地,さ らに高位の伊那谷第 1段丘の机山 (610π )の

残丘があって,その背後は九十九谷と呼ばれる深い浸蝕崖となっている。さらに伊那層よりなる丘陵が東

にたかまって続き, この丘陵の東側に断層縦谷により形成された集落富田,飯田市上久堅があり,その背

後に伊那山脈の鬼面山,氏乗山,金森山が省えている。

下原面の微地形をみると,北から東は上段の伊久間原面の比高17πの緩い段丘崖が下原面へ下がり,下

原の大半は平坦面をなすが,南西端部にある調査区域 (第 2図 )は,用地境北東端から南西端の段丘縁部

の200π間の標高は,北東で468.5π ,南西端は464πで4.5πの比高をもっており,段丘端部の傾斜が強まっ

ている。南の縁部には境ノ沢の小さな支流の谷頭浸蝕が快りこんでいる。

Iト レンチ西壁土層断面図 (第 3図 )にみると,耕土 (表土)は10m前後でローム層となり,ま た表土

下の耕作による荒れを含めても,20印程である。表土の浅いのは地形的によるものと見られ,調査区域北

側の平坦面と比べ差が大きい。

土層調査図 (第 3図右下)にみるように,表土及び耕作荒れ (Iト レンチ南西で,こ こは表土が他より

深い)の下は,新期ロームが3層に分かれてみられ, lπ余の堆積であって,その下は小石混じりの砂層・

礫層・砂質層があり,地表下2.3πで砂礫層となる。
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第1図 伊久間原遺跡位置及び周辺主要遺跡 (1:50′ 000)
1 伊久間原遺跡, 2 帰牛原遺蹴 3 阿島遺跡, 4 伴野原遺蹴 5 恒川遺跡群, 6 清水遺蹴 7 寺所遺跡, 8 地神遺跡

9 大原遺跡

2.歴 史 的環 境

伊久間原遺跡の調査は,昭和27年・ 29年度農道開設の際,住居址13軒 (縄文中期 3・ 古墳時代10)が調

査され,昭和52年度畑灌水工事に先立つ調査で,伊久間原面で住居址16軒 (縄文早期末 20中期100晩期
1,弥生後期 3),円形周溝墓 2,土墳13基が,下原面では住居址10軒 (縄文中期 20後期 3,弥生後期
3,中世 1,不明 1),柱列址 1,方形周溝墓 1,土墳 4基等が発堀調査された。

昭和53年度畑灌水工事が55。 7h aの伊久間原全面の畑地帯で行われ,その配管のため果樹全面の畑地帯

で行われ,そ の配管のため果樹園は12π,桑畑・野菜畑は15πの間隔に幅30m,道路に沿った幹線では幅

70m,深 さ70mの溝が掘られるため,遺構の一部は破壊されることになった。このため工事中の立合調査

によって一部のみ確認された住居址は342軒の膨大な数にのぼった (第 2図 B)。 内訳は縄文時代では早期

末22,前期 1,中期104,後・晩期40,弥生時代中期24,後期68,古墳時代前・中期11,後期68,平安時

代 4軒である。

伊久間原で発掘調査・立合調査におけるトレンチ設定によって,合計381軒の住居址の存在が想定され,

-6-
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第 2図 伊久間原遺跡地形図及び今次調査位置図 (1:7,500)



各時代にわたる集落が営まれた一大遺跡であることが知られる。

この立合調査で下原面の大半は,工事請負業者が調査了承事項を無視し,工事を終了したため未調査と
なった。

伊久間原周辺の主要遺跡を概観すると,北の同位段丘面にある帰牛原遺跡は,縄文中期後半 0弥生後期
の集落が発掘され,銅鏃出土が注目された。段丘西端部には,方形 0円形周溝墓が9基発掘調査され,畑
灌水工事に伴う立合調査で30基が確認調査されて注目されている。

帰牛原の北に続く同位段丘の城原には,城原城跡があり,さ らに北の伴の原遺跡は,縄文中期後半の大
集落が調査され,パン状岩化物の出土で知られている。

城原段丘崖下の天竜川に面す最低位沖積段丘面にある阿島遺跡は,弥生中期前半の阿島式土器の標準遺
跡であるg

天竜川西岸をみると北から恒川遺跡群がある。弥生中期末の恒川式土器の標準遺跡であり,弥生・古墳・

奈良・平安時代にかけての大集落地があり,和銅開称 (銀銭)をはじめ,奈良。平安時代の貴重な遺構 0

遺物の出土をみ,伊那郡衛址と推定され,重要遺跡として注目を浴びている。

飯田松川の南には,弦生中期初頭の標準遺跡,寺所遺跡があり,その南の天竜川に沿う低位面に,弥生
後期から古墳時代前・中期にかけての遺構・遺物の多くの出土をみた清水遺跡がある。

伊久間原の東の上位段丘面にある大原遺跡は,縄文中期中葉の集落址が発掘され,集石炉と有舌尖頭器
の出土をみている。大原の南東の富田盆地にある地神遺跡は縄文中期後半・弥生後期。古墳時代から平安

中
月
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第2図 B 伊久間原遺跡立合調査における遺構分布
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期の集落址が発掘調査されている。

喬木村で現在知られている古墳は45基あり,

前方後円墳である。

そのうち郭 1号古墳は前方後円墳であり,竜東地区唯一の

昭和63年に,伊久間遺跡下原面の南西端部に,社会福祉法人悠生寮の建設が決定した。この建設予定用

地は,伊久間遺跡群においての唯―の未調査地区であり,遺構の存在は確認されていないが,土器・石器

の表採がされている。このため工事着工前の発掘調査が必要となる。これに備えての遺構の存在と分布状

況を知るため,喬木村教育委員会が遺構確認調査を実施した。

調査は,昭和63年 12月 2日 に建物建設予定地に,幅 2πの I～Ⅳトレンチを設定し,調査範囲の大半は

桑畑であり, 5日から重機による抜根と表土を排除し,遺構検出にかかり,住居址 9軒と土壊 2基の存在

を確かめる (第 4図 )。

さらに運動場予定地の地ならしを考慮し,VeⅥ トレンチを設定調査する。住居址とみられる黒上の落
ちこみを 2個所に検出するが住居址との確認はできなかった。各 トレンチの土層調査なし, Ⅱトレンチ西

端 2πの北壁を,2.3πまで掘り下げ土層断面調査 (第 3図 )をなし, 8日 に確認調査を終る。

平成元年,悠生寮建設の運びとなり, 9月 4日発掘個所を確認し,地主・小作関係の調整。養蚕と桑切

り,時期のかねあい等の問題も残っており,排土盛土個所等,土地関係者・役場職員立合の上決定し, 7

日より確認調査時 Iト レンチ個所を I調査区とし,重機による排土なし,遺構検出にかかる。

測量基点を国土調査係に依頼し,基点をさがし,決定する。標高は,農林省東京農地事務局 (国際航業

株式会社調製)1:5000の地図による標高測定点によって決める。

経
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I調査区より順次Ⅱ・Ⅳ区へと重機排土し,遺構検出し,その結果,縄文時代早期末,前期前半,中期

中葉・後半,後期にわたる住居址38軒,土墳32基,竪穴遺構 1,集石炉 2基を検出した。これらを写真撮

影・測量調査を行い,11月 25日現地作業を終了した。

その後,遺物の整理・復元・実測作業,図面・写真の整理等を行いち報告書の作成にかかる。

Ⅲ 調 査 結 果

(I)遺構 。遺物

下原面で発掘調査した遺構は次のようである (第 5図 )。            '
(1)住居址 38軒

縄文時代 早期末 5,前期前半 2,前期とみる13,中期中葉 2,中期後半 3,後期 3,不明13

第 5図 伊久間原遺跡下原面 遺構分布図

250m

-11-



(a土 壊 32基
ほ)竪穴遺構 1
(4)集石炉 2
151 柱列址 (建物址?) 1
G)柱穴群 1
17)方形周溝 1

侶)溝 址 2

1.住 居 址

(1)縄 文 早 期

下原面 1号住居址 (第 6図 )

調査区域内の西南端部にあり,北1.5πに4号住居址がある。3.2× 3.2π の隅丸方形とみる形状をな

す竪穴住居址である。主軸方向 N14° Eを示す。覆土の大半は炭を含む漆黒色十と暗褐色の二層よりなる。

炉址の上は暗褐土に多くの岩と焼土が含まれていた6壁高は北で30磁,南は僅かに壁を残すのみとなる。

床面は堅く,主柱穴は5個が壁

に沿ってあり,炉址を僅かには

なれて,深さ35mの柱穴が 1個

つく。炉址は,ほぼ中央部にあ

り,地床炉で楕円形,二重の浅

い掘りこみをなす。 1
遺物 (第 7図 )は少なく,上

器には 1～ 9があり,縄文早期

末の東海系の土器である。 2～

507は 2～ 4 ππと薄手の焼は

堅く,黒褐色を呈し条線文が施

される。60809は 無文, 8
は薄手で指圧痕が著しい。 6・

9はやや厚みをなし,褐色を呈

し, 9の底部は砲弾形をなす。

1の縄文施文土器は,胎土に僅

か繊維を含み,黒曜石の粉末が

混入されている。

石器には,10の石皿・ 12の敲

打器。13の磨石・ Hの石鏃があ

り,黒曜石の破片数点の出土をみる。

第 6図 伊久間原遺跡下原面 1号住居址

遺物からみて,本址は縄文早期末の住居址である。

下原面 9号住居址 (第 8図 )

調査区域の北西部にあり,北に10号住が隣接し,南に8号住の一部がのっている。南北4.25×東西4.1

-12-
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πの円形をなし,主軸方向 N88° Wを示す。覆土は炭を含む上層に黒色+,下層に暗褐色が大半を占め,

炉址上には灰・木炭を多く含む黒色+が覆っている。壁高は北側で28m,南側で16mと 浅くなり, ローム

層に掘りこむ竪穴住居址である。床面は堅く南側の約 4分の 1を除き周溝がめぐり,主柱穴は5個 ,周溝

を分断する状態に掘りこまれている。炉址の北側に沿って柱穴 1個が住居址のほぼ中心近くに掘りこまれ

ている。炉址は中心より西に寄っており地床炉であり,焼土は著しい。円形をなすが,北西に向って方形

の掘りこみがつき,その西に平らな石が据えられている。
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第 9図 伊久間原遺跡下原面 9号住居址出土遺物 (1:3)
遺物 (第 9図 )はあまり多くない。土器は縄文早期末の東海系の土器である。 102は回端部に指頭に

よる圧痕がめぐり,波状口縁をなす。3は横位の圧痕をもつ隆帯をめぐらし, 5は口唇に圧痕をめぐらし,

厚手の土器で斜沈線とこれに交差する条線がみられる。4は指圧痕をもち,交差する条線が施されている。

10206～ 10016～18は薄手の条線文土器である。12～ 15・ 19は厚手の無文土器で,指圧痕がみられ,
19の底部は砲弾形を呈すとみられる。

石器には,20～22の石鏃。23はナイフ形石器とみるがはっきりしない。24は風化しており磨石ともみら

れる。25は磨石である。 .

下原面13号住居址 (第10図 )

北の道路境より南2.5π にあり,東側は耕作の荒れとなっている。南北3.83×東西3.72πのややゆがむ

円形をなし,主軸方向 N55° Wを示す。覆土は上層は暗褐色+・ 褐色土で黒色+が混ざり,炭を含む。下

層は炭・灰を含む粘質の黄褐色で炉址直上は灰・炭を含む黒色土である。壁高はJヒで45m,南で43卸と深

一-14-一



くローム層に掘りこむ竪穴住居址である。床面は堅く,主柱穴は5個不規則に配置し,南西側柱穴は69飢

北東側は45卸と深いが他は10～ 14

印と浅い。炉址の東35mに柱穴 1

個が掘りこまれている。炉址はほ

ぼ中心部近くにあり,楕円形の地

床炉であり,東側は円形にさらに

深く掘りこんでおり,焼土は著し

く,そ ンより土器片の出土をみて

いる。

遺物 (第H図 )土器は縄文早期

末東海系土器群が主体となる。薄

手上器には, 1・ 2の無文土器,

306は口端から条線を, 4は口

縁に押引列点をもち,その下に斜

条線を施す。13は頸部とみるくび

れ部に爪形圧痕をめぐらし,上下

に羽状条線を施す。12は半裁竹管

による条線を施す等の一群であり,

暗黒色 0暗褐色を呈し,焼成は堅

い。 8は日縁に隆帯をめぐらし句

列点文を施している。

'                4.黄 褐色土

6.2黒捏呈概零浸)3.押亀其

`F色

土混り)_8

0                       2m

第10図 伊久間原遺跡 13号住居址

器の厚みが 5～ 8″用の厚手土器は,明るい黄褐色,ま たは褐色を呈す。 5は口端に刻みを付け,櫛状具

による浅い条線を施すもの,15は胴部を横位の圧痕のある隆帯が付くもの等がある。23～25は縄文施文土

器で僅かに繊維を含み黒曜石の粉末の混入がみられる。

石器には,26の石鏃 。27の石錐は基部を欠き,28は スクレパーとみる。30031は磨石,32は台石,29は

風化がすすみすすみはっきりしないが台石とみる。

下原面14号住居地 (第12図 )

西側の道路に沿ってあり,東に7号・ 6号住が隣接している。南北4.5×東西4.7πの円形をなし,主方

向 N35° Eを示す。覆上の大半は,炭を含む黒色土と暗褐色土の 2層よりなる。壁高は北が30m,南 は15

mと浅くなる。床面は堅いが,平坦でない。主柱穴は6個 とみられ,炉址に接した西側に1個のしっかり

した柱穴がある。炉址は中心より北に寄ってあり楕円形の地床炉で焼土は著しい。南側に長楕円形の浅い

掘りこみが付く。

遺物 (第13図 )土器は縄文早期末東海系の土器が大半を占めると 1は口端に刻みをめぐらし,半裁竹管

による条線を羽状に施している。20405は ,日縁または頸部に隆帯を貼布し,箆・半裁竹管で爪形文・
1

斜沈線を施し,そ の下に 2は無文, 405は櫛状具により三角形の条線を施している。薄手土器には条線

文を,厚手土器は無文が多く,指圧痕が顕著にみられる。20021の縄文施文土器は僅かな繊維を含み,黒

曜石紛末の混入がみられる。底部に22の尖底と23の丸底がみられる。

石器には,24・ 25の台石,26027の磨石・ 28の凹石・ 29の敲打器がある。

〇
＼
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第11図 伊久間原遺跡下原面 13号住居址出土遺物 (1:3)



第12図 伊久間原遺跡下原面 14号住居址

下原面17号住居址 (第14図 )

37号住の西2.5π ,土壌群 Iの北5πにあり,南北4.05× 東西3.6π の楕円形をなし,主軸方向 N16° E

を示す。覆土は東西断面では中央部は炭を多く含む暗黒色+が占め,東・西側の上層は僅か炭を含む暗褐

色土,その下層は褐色十となる。南北断面では,上層に僅か炭を含む暗褐色+,中央部は多量の炭を含む
暗黒色土,両側は褐色土となる。壁高は南北とも25mで,床面は堅く,平坦をなす。主柱穴は4個 ,壁に

沿ってあり,炉址北40mに柱穴 1個が付く。炉址は中心よりやや南東に寄ってあり,地床炉で掘りこみは

30mと深く,焼土は著しく,さ らに焼土は,炉址より南西に細長く続き,南西壁には深さ25m程の径70m

の掘りこみとなり,炭・灰が充満していた。何の施設が確認にいたらなかった。

遺物 (第15図 )土器は東海系の縄文早期末の土器が主体となる。1は日縁下部に円形の突刺文をめぐら

し,櫛状具による逆三角形の条線が施される。口縁に横位の隆帯を貼布し,それに刺突文を付し,その下
に条線を施す203がある。2は横位から折れて縦の貼布帯をさげている。薄手土器の多くは斜条線文が
施され,厚手土器は無文が多く,共に指圧痕が著しい。15016は黒曜石粉末を含む縄文施文土器である。

石器には,17の台石 018の磨石 019の石匙・ 20は基部を欠く石匙とみるがある。

-17 -
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:4図 伊久間原遺跡下原面 17号住居址
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(2)縄 文 前 期

下原面38号住居址 (第16図 )

調査区域の南端部にあり,上にH号住がのっている。南北6.8π ×東西6.95πの円形をなし,主軸方向
N5° Eを示す。覆土は,上層に黒色混じりの暗褐色十,次いで暗褐色十があって,炭を多く含む褐色土

が大半を占め,床面直上は5～10m厚みの灰褐色土となる。壁高は北で80m,南で68mと直に深くローム

鰤
: 雷営,上 (焼け

・炭).

3

―…20-―

第16図 伊久間原遺跡下原面 38号住居址



層に掘りこむ竪穴住居址である。床面は張床となり,南側には凹凸があり,平坦ではない。主柱穴は6個

とみる。他に支柱穴とみるが,数個ある。壁に沿って幅10～15m,深さ5～10mの周溝が出入口部を除き,

全面にめぐる。炉址は,ほぼ中心部にあり,径55～60m,深さ15mの地床炉で焼土は顕著である。南壁を

半円に二段に掘りこみ,出入日としている。下段部は粘土を枕状に固めたのを並べ崩れを防いでいる。ま

た,出入回の西側に40× 60mの楕円形に30m掘 りこむ貯蔵穴とみる穴が付き,そ の北側は一段高く張床が

盛られている。

遺物は土器・石器とも多い。土器 (第 17・ 18図 )は胎土に繊維を含まず,やや厚手で日縁部に竹管によ

る平行線文 (第17図 203・ 9等 )・ 爪形文 (同図 104～ 6)な どの文様を構成し,胴部以下に縄文を

施す一群と,縄文のみ (同図 7021026等 )の一群があり,前期中葉の黒浜式に比定されるが主体となり,

伊那谷を中心とする土器と思われる。これらに伴出して,関西係の薄手土器 (第18図 1～13)がある。爪

形文に縄文を併用した北白川下層Ⅱ式に比定される一群の土器である。 102・ 7～ 9は爪形の幅は広く

段も密に付き, 3は横八字状に強く押捺されている。

石器 (第19図 )には,石匙 (103)・ 石鏃 (4)・ 剥片石器 (2)0打石斧 (15)。 磨石斧 (5)・ 横刀

形石器 (7～ 11013)・ 敲打器 (12014017018)。 台石 (16)・ 磨石 (19020)等がある。17の敲打器は

ホルンヘルス製,頭部の敲打痕は著しいが基部を欠き大形であり,他の用途も考えられる。 6は石棒,砂

岩製である。これら石器の他に黒曜石 。チアート片が多量に出土している。

下原面11号住居址 (第20図 )

38号住居址が埋った,その上に構築されている。南北5.lπ ×東西4.7πの楕円形をなし,主柱穴は 6

個,整 った配置にあり,南壁に接して100× 50mの半円,深さ15鍬の掘りこみが付き, 出入日ともみられ

る。南と西に寄って 2個の炉址が並ぶ。ともに地床炉で,覆土は南炉が,炭・焼土を含む暗褐色土,灰混

じりの黄褐色土となり,西炉は灰炭を含む黒色土,焼土・灰を含む黄褐色土の下層は南炉と同じになる。

南炉に接して径45m・ 深さ22mの灰を多く含む掘りこみがある。

遺物は,床上10m前後から床直上にかけての出土が多い。

土器 (第21022・ 23図)は,縄文前期中葉の諸磯 a式土器を主体とする。器形は深鉢が主となり,平縁

のものの他,波状口縁 ′(第21図 107)も みられる。浅鉢とみる底部 (第22図49)がある。

文様は半哉竹管による爪形文・平行線文が施され,胴上半部に幅広く三角形または円弧文で飾る (第 21

図 10205)が あり,単純に直線的な爪形文をめぐす (第21図 4010等)が多くみられ,無文帯を上下
の爪形文で区画する (第21図 4022)例 もある。櫛状具による平行線文に竹管円形刺突文を施す (第24図

7,第22図 9010019)が あり,波状文 (第22図23)を施すがある。第21図 9は刻をもつ 2条の隆帯の上

下に爪形文をめぐらしている。

第23図 1～ 18は,関西系の北白川下層Ⅱb式土器で,薄手,単純な爪形文と斜縄文を主体としている。

また,38号住居址の上にのる関係で,前期中葉の土器の混入が多くみられ,第23図の30等に代表される。

土製品に第23図47の土製円板がある。

石器は,器種・量ともに多い。第23図 は小形石器で,石匙 (32033),剥片石器 (34～40),石錐 (410

42),石鏃 (44～46)があり,43は基部と先端を僅かに欠くが,残部長さ2.8m,幅 2.2mあ り,尖頭器と

みる,黒曜石製である。石器の材質をみると,石匙はチァート,剥片石器はチァート・凝灰岩 0ハ リ質安

山岩等があり,石錐は41が蛋白石・ 42が黒曜石であり,石鏃は黒曜石である。      ・

大形石器 (第27図)には, 104の 凹石, 205は礫器とみられる。 3は半壊であるが粘板岩の敲打器

ともみられ,敲打器 (13)がある。 6。 14は磨石で, 6は磨かれており,他の用途のものともみられる。
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7～ 14は横刀形石器で,15～18の打石斧に比し多いことが注目され,

れる。

石製品に,第23図31の映状耳飾の出土をみている。両側を欠くが,

また,黒曜石片の多量出土も注目さ

●ウ石製で一孔を穿っている。

N  中央炉址  S

―

住居址断面
1.濃暗褐色土

::雪椙筐圭 (炭 。土器片劣

::堤亀古土 彼 多・ 土器わ

::曇橿言圭糧塁
=良

T生器片多)

U                 2m

第20図 伊久間原遺跡下原面 11号住居址
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第23図 伊久間原遺跡下原面 11号住居址出土遺物Ⅲ (1:3)
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に)縄 文 中 期

下原面30号住居址 (第25図 )

北東起点により27π南西にあり,西側は耕作荒れ,南に25号住,北に31号住がある。南北5.88× 東西

5。 45の楕円形をなし,主軸方向 N15° Eを示す。覆土は浅く,上層は濃褐色,下層は暗褐色でともに炭を

多く含んでいる。壁高は南北とも25m前後で,ロ ーム層に掘りこむ竪穴住居址である。床面は堅いが,中

央部に戦後に掘られた径 lπ程のサッマ芋の貯蔵穴があり,また,北から南にかけて中央部を灌水管の幅

30m余の掘りこみで切っている。

主柱穴は6個 ,整った配置にあり,炉址はサツマ芋の貯蔵穴で2分の1以上を切られているが,径50飢

深さ25鍬の掘りこみの地床炉で,焼土は著しい。炉址の南東に径60×80m,深さ56mの貯蔵穴とみる掘り

こみがある。

遺物は多く,床面上の出土が大半である。土器は深鉢で,第26図の装飾把手付深鉢は完形品である。口

灰黒色土, 2 暗褐色土 (炭少 )
赤褐色 (炭多), 4 ローム (焼け)

q

A468m

第25図 伊久間原遺跡下原面 30号住居址
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第26図 伊久間原遺跡下原面 ∞号住居址土器 I(1:4)
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第28図 伊久間原遺跡下原面 30号住居址出土遺物Ⅲ (1:3)
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径27m・ 高さ推定29.5m・ 底径H.5mを計り,日縁部は把手によって四等分され大きな波状をなす。中央

部には飾られた大きな把手が立ち上がり,三方に橋状突帯付の低い立ち上がり把手が対照的に付く。日縁

下部にやや大きめの耳状突起が,左右・前後対称に付き,胴となるくびれがあり,さ らに胴上段 0下
撃声

区切るくびれ付く。胴上段部を四区画する耳状突起が,対照的に付く。胴下半部は無文となる。文様ぼ胴

上半部から上に集中し,磨消縄文で飾る太い隆帯と沈線による長楕円・半円 0台形 0渦巻等の文様区画内

を磨消縄文・沈線で飾る豪華な文様帯をもち,当地方において稀にみる土器である。

その他の土器 (第27図)に , 1の底部を欠く以外は完形で無文,日径23m,残部高さ21m,僅かに斜に

直に開き,折返し口縁をなす。203は折返し口縁をなし,その直下を,指頭圧痕文を1条めぐらし無文
土器である。4は,内に折れこむ口縁帯をもち,日縁部文標は斜状縄文を円,ま たは長楕円に指の腹の圧

痕が施され, 5～10013と ともに,13図の装飾土器をはじめとする縄文中期中葉の諏訪地方の藤内Ⅱ式に

比定される土器とみられる。

石器 (第28図 )・ 石棒 (1)・ 打石斧 (2～ 5)0横刃形石器 (6～ 10)・ 大形石匙 (12013)0凹石 (14)・

磨石 (15)・ 石鏃 (16～18)0石匙 (19020)0剥片石器 (21)等があり,打石斧に比し,横刃形石器が量

的に多いのが注目される。

下原面 4号住居址 (第29図 )

1号住居址の北1.5πにあり,径4.lπのややゆがむ円形をなし,主軸方向 N26° Eを測る。覆土は,

上層に僅か暗黒色土 (炭を含む)があって,炭を含む褐色十で床面となる。壁高北壁で16卸,南西壁 4分

の 1は壁はない。上段伊久間原面より

の洪水によって全面的に削られたとみ

る。床面は堅く,主柱穴は配置からみ

て 4個とみる。炉址は住居のほぼ中心

にあり地床炉で,焼土は著しい。炉址

周辺に土器片は集中してみられ,表土

は浅く,耕作によって肖Jり とわれ,残っ

た土器片とみられる。

遺物 (第30図)は少なく,土器は 1

～ 8があり,中期中葉の諏訪地方の藤

内Ⅱ式に比定される土器とみる。

石器は, 9010の 打石斧とHの剥片

石器のみである6
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第29図 伊久間原遺跡下原面 4号住居址
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“

)縄文早 0前 0中期とみる住居址

下原面 2号住居址 (第31図 )

調査区域の南東側にあり,北は中庭の予定地で調査外となり,南に接して土墳21号,内部には炉南に接

し土壊20号が掘りこまれている。壁は完全に削りとられており,炉址と柱穴によって,その存在を確かめ

た。推定径4.2～4.5π の楕円形

とみられ,主軸方向 N15° Eを示

す。床面は堅く残り,そ の範囲を

知ることができた。主柱穴は4個 ,

整った配置にある。炉址は中心よ

りやや西寄りにあって,不正楕円

形をなし,120× 150mの大形で

あり,炉石を抜かれた痕跡を残す。

内部には炭・灰は多く,焼土は著

しい。

遺物 (第35図 10)は磨石 1個の

出土であるが,大形石囲炉よりみ

て縄文中期後半Ⅱ・Ⅲ期の住居址

とみたい。

D

|ヽ

く))10

|.

A              一±21-―

2m

第31図 伊久間原遺跡下原面 2号住居址 土墳20021号

下原面 3号住居址 (第32図 )

調査区域の最南東に,方形周溝の東端中央部にあり,壁は完全に削りとられ,炉址を柱穴の検出によっ

て住居址の存在を認めた。径4.5～ 4.2π の楕円形とみられ,主軸方向 N15° Eを示す。床面は堅 く残り,

主柱穴は4個 ,深 く掘りこまれている。炉址は径80mの 円形に掘りこむ地床炉で,覆土は炭・灰を多く含

むが焼土は僅かである。

遺物 (第35図 1～ 9)は少なく,土器 (1～ 5)は , 1は薄手土器で斜縄文が施され, 2～ 5は厚手で

2は無文, 3は縄文, 4は刺突文がめぐる。 5の底部は浅い圧痕がみられる。出十十器は少ないが縄文前

期とみる。

石器 :6の磨製石斧は基部を欠く。709の敲打と8の磨石がある。
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下原面 6号住居址 (第33図 )

北は7号住に接し,西 2πに14号

住がある。壁は完全に削りとられ,

炉址・柱穴の検出で住居址と認めた。

床面は堅く残り,推定径4.3× 3.5π

の楕円形をなし,主軸方向 N66° W

を示す。主柱穴は5個 ,比較的浅い

掘りこみであり,支柱穴とみるが西

柱穴の東に付く。炉址は中央より北

によってあり,円形の地床炉,内部

は炭を多く含む暗褐色で,焼土は著

しい。

遺物 (第35図H～14)は少なく,

土器11はやや厚手の無文土器,石器

に石鏃 (12013)と 14の磨石がある。

遺物は少なく,時期を決めがたいが,

縄文前期かと思われる。

下原面10号住居址 (第34図 )

9号住の北に隣接する。壁は削りとられて

なく,炉地・柱穴の検出で住居址と認めた。

床面は堅く残り,推定径4.5× 4。 3πの円形と

みる。主軸方向は N15° Wを示す。主柱穴は

6個,掘 りこみ37043mと 深いのもみられ,

南柱穴の内側に入って支柱穴 1個がつく。炉

址は中央より北に寄ってあり,楕円形をなす

地床炉で焼土は著しい。

遺物 (第35図 15～23)土器 (15016)は
2片のみであり,羽状縄文が施され,縄文前

期前半末にみられる土器である。石器は多く,

縦長右匙 (17)・ 打石斧 (18・ 19021)は 基

部・刃部を欠く。横刃形石器 (20022)0敲

打器 (23)な どがある。住居址の時期は土器

が少なく,は っきりしないが縄文前期とも思

われる。

０
１
？
上
―

メ
◎

◎口 |。

B

L◎ ◎
“

0

◎

に

|口    W     :

中            ![.『
__¬..・『――¬・・・f――-1-― _____――-lL」

「
1 時褐色く炭多).  2 ローム

第33図 伊久間原遺跡下原面 6号住居址

◎

ゝ

i:ぽ墨芸壁

第32図 伊久間原遺跡下原面 3号住居址

―-37-―



下原面12号住居址 (第36図 )

38号住の北19π にあり,径4.7×

4.9πややゆがむ楕円形をなし,壁

は削られているが,Jヒ側16印,南側

10mを残している。主軸方向は N
46° Eを示す。覆土は上層に暗褐色

土と褐色土で床面のローム層となる。

床面は堅く,主柱穴は4個が整った

配置をなしているが,東・南柱穴間

に37mの掘りこみの柱穴があり, 5

個ともみられる。炉址は,中央より

やや南西に寄ってあり,楕円形をな

し,炉石の抜かれた痕跡を残してお

り,石囲炉とみられる。

遺物 (第35図24)は ,石鏃 (24)

の 1個が出土したのみで時期不明で

ある。住居址の形態からみて縄文前

期ともみられるがはっきりしない。

上Ow

″0

興

第36図 伊久間原遺跡下原面 12号住居址

b
◎

⑩
~

／

×
ο

B

第34図 伊久間原遺跡下原面 10号住居址

―-38-



j野ア
1

機 .″
4

儡′
25

勁

醐
27

飽
閲
占

‐３

え

０
　
‐２

ハ

贔

――

目

ハ

ーー

＝

‐―

‐Ｉ

Ｗ

Ａ

の　
２４

第35図 伊久間原遺跡下原面 3号 。2号・ 6号・ 10号 012号 016号・ 15号住居址出土遺物 (1
1～ 9… 3住,10… 2住,H～ 14… 6住,15～ 23… 10住 ,24… 12住 ,25～ 27… 16住,28… 15住

２０

―-39-―



下原面15号住居址 (第37図 )

調査区域の南西端にあり,西は末調査区となる。壁は削られてなく,炉址・柱穴の検出で住居址を認め

た。床面は堅く残り,推定径4.2

πの円形をなす。主柱穴は5個 ,

北西柱の中間に小柱穴がつく。炉

址は地床炉で,中心より北西に位

置し,焼土は多くみられる。

遺物は,第35図28の大形横刃形

石器 1個の出土のみで,時期は不

明である。
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第37図 伊久間原遺跡下原面 15号住居址
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下原面16号住居址 (第38図 )

方形周溝内部の中央部近くにあり,

壁は削られ,炉址・柱穴の検出により

住居址の存在を知った。床面は堅く残

り,推定径4.2πの円形をなすとみら

れ,主柱穴 4個が,ほぼ整った配置に

ある8炉址は中央部近くにあり,地床

炉で,炭を含む黒褐色土・褐色土で埋

まり,壁のロームの焼は著しい。

遺物 (第35図25～27)は少なく,土

器のみである。いずれも縄文施文で,

27にみる羽状縄文から前期前半末とみ

る土器であり, この期の住居址とみた

い。

|〇

◎

ヾ
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下原面18号住居址 (第39図 )

土壊群 Iの東にあり,土

墳16が東に隣接する。南北

3.82×東西 4πのゆがむ円

形をなし,主軸方向 N35°

Eを示す。覆土は暗黒色

土 (炭を含む)が中央部に,

そのまわりは褐色があって

ローム層の床面となる。壁

高北で13m,南で14鍬あり

直に立つ。床面は軟弱であ

る。主柱穴は5個,壁に沿っ

てある。炉址は中心より東

に片寄ってあり,楕円形の

地床炉で,覆土は炭を多量

に含む暗黒色土で,ロ ーム

層の焼土となる。

遺物はなく,住居址の時

期は不明である。 第39図 伊久間原遺跡下原面 18号住居址・土墳16号

下原面19号住居址 (第40図 )

方形周溝の北 6π , 2号住西 5πに

ある。南北3.5× 東西3.54π のゆがむ

円形をなし,主軸方向 N6ぴWを示す。

覆土は炭を含む暗褐色土を上層に,褐

色土となる。壁高15m前後で,

傾斜をもつ。床面は堅く,南壁に沿っ

て大形の土墳が掘りこまれている。主

柱穴は4個 ,配置よく壁に沿ってある。

炉址は西に片寄ってあり,楕円形の地

床炉で,焼土は少ない。

遺物 (第49図 1～ 3)は少なく縄文

前期とみる土器片のみであり, この期

の住居址と思われる。
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第40図 伊久間原遺跡下原面
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下原面20号住居址 (第41図 )

南東端の調査除外区域境より北

5π,東側農道より西16.5πの位

置にある。壁は削りとられ 炉址・

柱穴の検出により住居址の存在を

認めた。推定径4πの円形とみら

れ,主軸方向 N20° Eを示す。床

面は堅く,主柱穴は5個 ,32～49

mと深い掘りこみをもつ。炉址は

中心より西に寄ってあり,135×

106mの大形の楕円形をなす石囲

炉で,炉石は抜かれた痕跡をもつ。

深さ45m,覆土は灰・炭を含む灰

黒色土・黒褐色十・暗黒色土とな

り,炉壁のロームの焼土は著しい。

遺物 (第49図 4)は,横刃形石

器 1個のみの出土であるが,炉址

の形態からみて縄文中期後半Ⅲ期

の住居址とみたい。
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第42図 伊久間原遺跡下原面 22号住居址。23号住居址



下原面22号住居址 (第42図 )

調区域東側中央部の住居址群中にあり,西は23号南は24号住との切りあいとなる。壁は削りとられてい

る。推定南北4.9×東西4πの精円形をなし,主軸方向 N42° Eを示す。床面は堅く残り,主柱穴は5個 ,

炉址は中心より僅か東に寄ってあり,135× 75mの大形の精円形をなし,炉石は抜かれた痕跡を残し,石

囲炉であったとみられる。内部には灰・炭を含む灰黒色十があって,焼土をもつロームとなる。

遺物 (第49図 5～ 7)は,縄文をもつ土器と無文土器の3片であり,時期は決めがたいが,炉址の大き

さからみて,縄文中期後半Ⅱ・Ⅲ期の住居址とみる。

下原面23号住居址 (第42図 )

東に22号住,北に26号住と切りあっている。壁は削りとられており,推定径3πの円形をなす小形の住

居址である。主軸方向 N10° Eを示す。主柱穴は4個 ,炉址は中心より北に寄ってあり,楕円形の地床炉

で内部は段をもつ掘りこみをなし,灰 。炭を多量に含む黒褐色土で埋まり底部の焼土は著しい。

遺物はなく,住居址の時期は決めがたい。

下原面25号住居址 (第43図 )

調査区東側中央部に北西に並ぶ住居址群の北西部にあり,北は30号住に隣接し,南東は26号住と切りあ

う。壁は削りとられてなく,床面は堅く,推定南北4.0×東西3.9πのややゆがむ円形をなし,主軸方向

15° Eを示す。主柱穴は4個 ,炉址は中心よりやや北西に片寄ってあり,二段に落ちこむ地床炉で,炭を

含む暗褐色土。灰黒色土があって底部はロームの焼土となる。

遺物はなく,住居址の時期は不明である。
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下原面26号住居址 (第43図 )

北は25号住に,南は23号住と切りあう。壁は削りとられてなく,推定南北4.4×東西4.lπのややゆがむ
円形をなすとみる。主軸方向 N38° Eを示す。床面は堅く,主柱穴 4個は整った配置にあり,南・西の 2

個は40mと深く,北・東は28印 019mと浅い。炉址は中心よりやや北西に寄ってあり,北側の一部は土墳
30に よって切られている。炉石は抜かれた痕跡を残し,約 100× 54mの楕円形をなす石囲炉であったとみ
る。炭・灰を含む灰褐色土・暗褐色十・焼土の赤褐色となり,焼土は著しい。
遺物 (第49図 8～10)は僅かで, 8の小土器片と9・ 10の打石斧のみである。土器片は小片で時期ははっ

きりしないが,縄文中期後半とみる。炉址からみて,中期後半Ⅲ期ころの住居址と思われる。

下原面21号住居址

調査区域の南東

部に検出され,集

石炉Ⅱの西4.5π

にあり,北東は28

(第44図 )

|あ

号住,西は24号住

と切り合いとなる。

壁は肖Jり とられ,

推定径南北4.8×

東西 4πのゆがむ

楕円形をなし,主

軸方向 28° Wを示

す。床面は堅く,

主柱穴は5個 ,壁

に沿って配置され

ているとみる。炉

址は二段の掘りこ

みをなし,覆土は

炭・灰を含む灰褐

色・暗褐色となり,

底部の両側に褐色

土があり,底部は

焼土となる。

出鋤 はなく,

炉址からみて縄文

中期後半ともみら

れる。
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第44図 伊久間原遺跡下原面 21024028号住居址j土墳25号



下原面24号住居址 (第44図 )

東は21号住と切りあい,西は22号住と接しあう。壁
は削りとられてなく,推定径南北4.2×東西3.6π の

変形精円形をなす。主軸方向 N48° Wを示す。床面は堅く,主柱
穴は5個とみられ,東側の 1個は21号住

の柱穴に半分は切られており,炉址の位置近く西に
1個はみられる。炉址は中心よりやや西寄にあつたと

みられ,土墳25号に完全に破壊されていた。         `

遺物はなく,時期は決めがたいが,中期後半とみる
21号住より柱穴の切りあいから古いとみた

い。

1             1

下原面28号住居址 (第44図)              .

南西は21号住と切りあい,北は29号住と隣接する。壁
は削りとられてなく,推定径南北4。 0×東西3.35

πの楕円形をなし,主軸方向 N10° Wを示す。床面は堅く,主柱
穴は5個,炉址は中心より東に寄ってあ

り,地床炉で径60mのややゆがむ円形をなし,二段
の掘りこみをなし,底部の焼土は著しい。

遺物はなく,その時期は決めがたいが,炉址からみ
ると,切 りあい関係にある縄文中期後半とみる21号

住より古いとみたい。

下原面29号住居址 (第45図 )

30号住居址の南東 6πにあり,南は28号住

に隣接する。壁は削りとられてなく,推定径

南北3.5×東西3.8π のややゆがむ楕円形を
な

すとみる。主軸方向は N43° Wを示す。床面

は堅く,主柱穴は6個 とみるが,西側の 1個

はやや離れた位置にある。炉址は中心より北

東に寄ってあり,地床炉である。炉内部の覆

土は,炭を含む灰黒色土・暗褐色土があって,

炭を多く含む赤褐色となり,焼土は著しい。

遺物 (第49図 14～ 16)少なく,土器は14・

15の破片であるが14の沈線のあり方は縄文中

期中葉勝坂式にみるものである。16の打石斧

は基部を欠くが大形とみる。

遺物は少なくはつきりいえないが,土器片

からみて縄文中期の住居址と思われる。

上◎

肥

く
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A468m 8

マ
下原面31号住居址 (第46図 )

第45図 伊久間原遺跡下原面 29号住居址
調査区域の北東端部近くに発見され,南西

4πに30号住がある。壁は削りとられてなく,推定径南北4.3×東西
3.3π のゆがむ楕円形をなすとみる。

主軸方向はN25° を示す。床面は堅く,主柱穴は
5個 ,その配置は整っていない。炉址は中心をやや北西

寄りにあり,地床炉で焼土は少ない。

出土遺物はなく,その時期は不明である。
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下原面27号住居址 (第47図 )

用地北東境界起点から南20.5π,東境の道

路に 2分の 1がかかって検出された。Jヒ側の

1部は荒れていた。南北径3.3π ,ゆがむ楕

円形とみる。主軸方向 N38° Wを示す。覆土

は表土 (耕土)が 25鍬程あってローム層とな

り,住居地はローム層に掘りこむ竪穴住居址

である3上層は暗褐色があって褐色土となり,

ロームの床面となり,堅い。壁高北で23m・ :

南で18卸,主柱穴は 2個検出されているが,

配置からして 4個とみる。炉址は西に寄って

あり,地床炉で56× 35"の変形の楕円状をな

し,上部に僅か灰褐色があって暗褐色となり,

底部の焼土は少ない。       、
遺物 (第49図 11～13)は,土器が僅かにあ

り,11～ 13は無文で11は回縁部,胎土は小石

粒を多く含み,褐色を呈す。縄文中期後半の

土器とみられるが,は っきりしない。
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第46図 伊久間原遺跡下原面 31号住居址

下原面32号住居址 (第48図 )

西南端にあり,壁は削りとられてなく,推定径南北3.6×東西3.3πの円形とみる。主軸方向 N10° Wを

示す。床面は堅く,主柱穴は5個整った配置にある。炉址は中央にあり,地床炉で,灰を含む黒色+・ 暗

褐色土・焼土僅か含む赤褐色土で埋まる。

遺物 (第49図 17・ 18)は僅かで,土器片18の羽 N
状につく縄文は,前期とみる。石器に18の打石斧

がある。僅かな遺物で時期は決めがたい。

下原面33号住居址 (第55図 )

最南端,38号住の北9.5πにあり,北東は34号

住に隣接する。壁は削りとられてなく,推定径

3.8π の円形とみる。主軸方向 N60° Wを示す。

床面は堅く,主柱穴は6個,整った配置にある。

炉址は西に片寄ってあり,地床炉で,炉内は灰を

含む灰黒色土・暗褐色土があって底部のロームに

なるが,焼土は少ない。

遺物 (第49図 19～23)は少なく,土器片は10点

余あるが肌が荒れており,図示したものは19・ 20

のみである。19は竹管による平行爪形文をめぐら

し,肌は荒れているが縄文が,そ の下にみられる。
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第47図 伊久間原遺跡下原面 27号住居址



縄文前期にみる土器で38号住の上器に

近いとみる。石器は21～23があり,い

ずれも刃部を欠く打石斧である。住居

址の時期は縄文前期とみるが,は っき

りしない。
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第48図 伊久間原遺跡下原面 32号住居址

下原面34号住居址 (第50図 )

最南端にある38号住の北12π

に,33号住をはじめ,34号住・

35号住 036号住の 4住居址が隣

接しあい,切りあって検出され

た。

34号住居址は東に36号住と切

りあい,南西は33号住と隣接す

る。壁は削られてなく,推定径

南北3.5×東西3.3π の楕円形を

なし,主軸方向は N20° Eを示

す。床面は堅く,主柱穴は5個 ,

整った配置にある。炉址は中心

より僅かに西によってあり,地

床炉である。炉の内部は炭を含

む灰黒色土・暗褐色土・褐任,+

で底部のロームの焼土は僅かで

ある。

遺物 (第49図24～26)は僅かであり,24・ 25の土器片は羽状縄文が施されており,縄文前期の土器であ

る。石器は26の打石斧がある。土器片は小片で,僅かな出土であり,住居址の時期は縄文前期中葉とも考

えられるが,はつきりいえない。
―-47-
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第50図 伊久間原遺跡下原面 34号 035号・ 36号住居址

下原面35号住居址 (第50図 )

北西に36号住と隣接し,東は方形周溝に接する。壁は削りとられてなく,推定径3.8π の円形をなし,

主軸方向 76° Eを示す。床面は堅く,主柱穴 6個が整った配置にある。炉址は,ほぼ中央にあり,ゆがむ

楕円形をなし,内部は灰褐色土・暗褐色土・褐色土となり,炉壁のロームの焼けは僅かである。

遺物 (第49図 27)は ,27の土器片 1点の出土があり,器肌は荒れ,僅かに縄文がみられるのみで,縄文

中期とみる。住居址の時期ははっきりしない。

下原面36住居址 (第50図 )

西は34号住と切りあい,南東は35号住に隣接する。壁は削りとられ,推定一辺が3.5π前後とみる隅丸

方形ともみる形状をなし,主軸方向 N22° Eを示す。床面は堅く,主柱穴は5個 ,炉址はほぼ中央にあり

地床炉で北にくびれをもつ楕円形で二段の掘りこみをなす。内部は炭を含む灰黒色十・暗褐色土・褐色土

があってロームに僅かに焼土をもつ炉壁となる。

遺物はなく,炉址の形態からみて縄文中期後半と思われるが,は っきりしない。

―-48-―



翻 ヽ
1

壌
llミ
澪)「

2

劉
12

iw
8

町
３
―
)

∩

――

―サ

ーー

Ｖ一

継

７

―一
鞭
２５　
ヽ
＝
‐‐
＝
Ｗ
■Ｖ
２６

　

　

（
〔
― ‐
― ‐
目

　

　

　

の

　

．

一

　

　

３

Ｍ

（
　

「
ー

Ａ

倒

川

― Ｉ

Ⅳ

ソ

８

　

　

　

　

　

．

２２

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

´
１

．

，（日同国剛同］口い口）‐　　　　　　　́（　　　　　　　　　　。３‐６。
鰐

‐４”瞬
・。２７住
９号。
”１３．

，　
　
　
　
　
　
　
　
婿
２６住，



下原面37号住居址 (第51図 )

西3πに17号住があり,北に接して土墳 3号がある。それより北。東は耕作荒れとなっている。壁は削

りとられてなく,主軸方向 N10° Eを示す。床面は堅く,主柱穴5個が整った配置にある。炉址は僅か中

心を北に寄ってあり地床炉で,86×63mの楕円形をなし,二段の掘りこみをなし,内部は炭を多く含む灰

黒色土,焼土を含む暗褐色があってロームの底部となり,焼土は著しい。

遺物 (第49図28～30)は少なく,土器片28～30の 3点である。29は器肌が荒れ,は っきりしないが無文

とみる。28は薄手で,櫛状具による細線文と浅い刺突文がつく。30は胎土に繊維を含み,付加条縄文が施

され,本遺跡でははじめてみる土器であり,縄文前期前半とみる。出土土器は少なく,住居址の時期は決

めがたいが縄文前期と思われる。

し‐日r~」 針mB

/、

◎

１

７

ャ

卜 ◎
/。

A467m

第51図 伊久間原遺跡下原面 37号住居址・土墳 3号
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(5)縄 文 後 期

下原面 5号住居址 (第52図 )

調査区の西側の道路東15π,南

3.5π に4号住,北 5π に14号住

がある。壁は削りとられてなく,

推定径南北4.6π ×東西4.3πの楕

円形をなす。主軸方向 N60° Wを

示す。床面は堅く,主柱穴は5個 ,

整った配置にある。炉址は中心よ

り西に寄ってあり,90× 70mの楕

円形をなす地床炉で,西側に炉辺

石 2個がある。炉の掘りこみは直

で,上層には土器・石器の出土を

み,南西縁部に耳栓の出土をみた。
◎内部は上層に焼土をもつ赤黒色土・

暗黒色上があって,焼上の顕著な
((1::'')

ローム壁となる。         A467m Φ

I

遺物 (第54図 1～14)は比較的                       ″

沈線をめぐらす他は無文土器で, 第52図 伊久間原遺跡下原面 5号住居址

縄文後期後半の土器である。石器にH・ 12の打石     
｀

斧,14の横刃形石器があり,土製品に13の耳栓が

ある。径6.6印の精巧な作りである。

…

叩
…

駆 刷

多← 則 上層硼 土し

“

。

土器 1～ 10は, 708に 口縁部に  LEコ Eコ亡====」

遺物の出土状況,土器からみて縄文後期後半の

住居址である。

下原面 7号住居址 (第53図 )

南は6号住と接し,西 2.5π に14号住がある。

壁は削りとられてなく,推定径3.8π の円形をな

すとみられ,主軸方向 N4° Eを示す。床面はあ

まり堅くない。主柱穴は4個,炉址はほぼ中央に

あって,二段の掘りこみをなし,焼土は著しい。

遺物 (第54図 21・ 22)は少なく,土器片21・ 22

があり,21は無文の口縁部,22は胴上部片とみら

れ, 2条の横走文がみられる。縄文後期後半の土

器で, この期の住居址と思われる。

ｔ
哺

ρ

⑫ン

D

第53図 伊久間原遺跡下原面 7号住居址
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下原面 8号住居址 (第 8図 )

調査区域の北西にあり,北東2分の 1は 9号住の上にのっている。壁は削りとられてなく,推定径4.3
πの円形をなすとみる。主軸方向 N70° Wを示す。床面は堅く,主柱穴は6個整った配置にある。炉址は
ほぼ中央にあり,精円形の地床炉で,焼土は著しい。

遺物 (第54図 15～ 20)は少なく,土器には15～ 19があり,15は浅鉢で波状口縁をなし,日縁は内湾し,
日唇に指頭押圧をめぐらし,突起をもつ。表面は突起部に沈線をめぐらし,その下に眉状の沈線が描かれ

刷毛状具による横位の条線があって無文となる。内面の突起部は左右に渦巻文が並び,その波線は波状に

のび,下に隆帯が並び,さ らに3条の平行沈線で飾っている。器肌は荒れているが,部分的残る面からみ

て,研磨された精製土器とみる。16・ 17018は同一土器とみられ,一条の隆帯がめぐり,その下に羽状と

なる深い沈線が施されている。19は注口土器の注目部である。これら土器は縄文後期後半の加曽利B式に

比定されるものとみる。石器には20の刃部を欠く打石斧がある。

本住居址は,出土土器からみて縄文後期後半の時期とみたい。

―一

ハ

ーー

‐―

――

―Ｉ

Ｕ
一

赳I岬

〇

辮

ル`

18 幣‖

２０

0                 10cm

19        21~.′ ′

伊久間原遺跡下原面 5号 07号 。
1～ 14… 5住,15～ 20… 8住,21022… 7住
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2.土 渡

本次発掘調査によつて検出された土墳は,32基を数える。多くは北西側
に集中して,南北に並び,区画

をもって群をなしている。南から8基のILAからなる第I群, 6基からなる第
Ⅱ群があり,さ らに北に3

基からなる第Ⅲ群があるが,その東10πに1基があり,その間は耕作荒れ
となっており, ここに土墳の存

在したことが予想される。

調査区域中中央部の中庭の南に3基,さ らに東に2基があり,調査除外
の中庭予定地内に土墳の存在は

予想され第Ⅳ群とも考えられる。これらの他に用地外近く
に, 102基の点在する土壊が数基ある。検出

された土壊は大形が多く,遺物の出土をみたものは少ない。これら土墳を,次
の一覧表 (表 1)にまとめ

た。

下原面土墳一覧表 (表 1)

土
壊
ｍ

図

ＮＱ
位  置 形 状

大きさ

(m)

深さ

(m)

底部の状態

断面形
遺 物 時 期

遺物図

NQ

! |

土墳第 I群 18号住の西にあり, 8基の土壊よりなる。南は耕作荒れ
となっている。北3.5πに土壊第Ⅱ群

懺 賭彫1呵中
村 躍 後

ドある

な し

21″ ± 1の西に接す 楕円形 115× 80 壁はゆるやかな立上
がりをなす

な し    | ″?

土墳群 Iの南端に

ある

ゆがむ
楕円形

68× 115 浅い皿状の断面 無文と条線をも
つ,縄文後期土
器,打石斧 1

59Eコ

1～ 4

±10と±12の間に
ある

不正楕円
形

43× 117 ナベ底状の掘りこみ な  し

±11の北に移す 僅かゆが
む楕円形

70× 100 壁はゆるやか,西か
ら東へ深くなる

な  し

± 1と±14の間に
ある

小形楕円
形

70× 56 逆台形 な  し

±13の北に,± 15
の南東に接す

僅かゆが
む楕円形

80× 125 ”
２
ゆるやかに西から東
へ深く掘りこむ

磨石斧 1,
ともみる,
形石器 1

匙
刃
石
横

図

・

５９

５

±14の北西に接す

土壊 Iの北西端に

ある

ややゆが
む円形

105X102 逆台形 な  し

土

一　

４

　

　

一
５

蹟第Ⅱ群 土壊第 I ttα

1571量二I:量
霊響 |[

)北3.5π に ,らり,6基
`

D土壊
`
りなる。

北から南に二段に深
く掘りこまれる

逆台形をなす

な し

な し ギI

± 4の北に隣接す
る
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土
壊
ｍ

図

ｍ
位  置 形 状

大きさ

(m)

深さ

(")

底部の状態

断面形
遺 物 時 期

遺物図

Na

± 5の北西にあり
北東に± 8がある

楕円形 74× 165 ”
５
西側を深く,東は浅
くなる

な  し 不 明

± 6の西90鍬にあ
る

楕円形 137× 128 ナベ底形とみる深い
掘りこみ

土器小片 1
(不明)

な  し

± 6の北東80mに
ある

楕円形 88× 102 壁はゆるく浅い掘り
こみ

な  し 不 明

± 8の東1.2π に
ある

不整楕円
形

80× 115 ”
９
西から東へゆるく掘
りこむ

な  し

当
Ｔ
　
‐７

購
一　
　
５８

Ⅲ群  9号住の東 3~~‐
作荒れとなっ

1足麓魯ナ菅
群中南

πにあり,
ている

1長楕円形

3基の土墳

1 90)く 193

よりな

1  30

るが,さ らに南東10π

舟底形をなす,西か
ら東へと深くなる

こ1基があり, そ

1艶塁:つ

DFElと , 殊

1早期末

嘲　　鯛７。８
±17の北 1.5π 楕円形 60× 100 ”

９
西から東へと三段の
掘りこみをなす

な  し 不 明

東に±18と接す 楕円形 73× 98 ”
８
舟底形をなす な  し

37号住の北に接す 楕円形 95× 132 ”
０
舟底形をなす な  し

Ｊ
一　
‐
つｎ
ｌ
『

堕
　
３‐
‐

畔
一
調査区域中央
予想される

2号住の炉址に接
してある

部の中庭予;

珍
整楕円
|

こ地の南に

120× 102

基
，
　

　

４５

さらに東に 2基あり,

北側壁はゆるい傾斜
で底部にいたり,南
壁は斜に立ち上がる

周査除外の中庭地

縄文前期の斜縄
文をもつ,土器
片 1,石鏃 1

にヽ土壊α

]:』
と

|

)存在が

59図
9。 10

2号住の南に接し
±20の南90"にあ
る

ゆがむ隅
丸方形

92× 127 ”
８
舟底形をなす な  し 不 明

19号住内,南東側
にある

円 形 130X123 ”
５
直に斜の傾斜壁をも
つ

縄文後期
無文土器片 1

後文
？
縄
期

図
１３

20住の西 6π,西
1.5mに ±22が あ
る

長楕円形 80× 160 逆台形をなす 縄文前期土器片
横刃形石器 1,
黒曜石片 1

一則文縄
期

59Eコ

11012

±23の西1.5π ,
±21の南 6πにあ
る

楕円形 83× 65 南壁はゆるく,北壁
は直に立つ

な  し 不 明

菫
　
‐６
‐

二
　
３９‐

る土墳 散在する土~ 
なったもの

ザ言
住の策に隣接

|

壌の中には1

は多いとみ

長楕円形
|

1群を構成
る

160)く 75 1

すると

10

みられるものがあり,

逆台形をなす

ヨ地外 0耕作荒等

な し

こよってて

不 明 |

:不明と

44 24号住の炉址をこ
わしてある

楕円形 108× 78 逆台形,北壁は立ち
上がりが内湾

な  し 不 明

―-54-―



土
坂
血

図

ｍ
位  置 形 状

大きさ

(印 )

深さ

(m)

底部の状態

断面形
遺 物 時 期

遺物図

NQ

東側道路に接す,
北 5π±27あ り

楕円形 95× 79 ”
０
東から西へ深く舟底
形をなす

な  し 不 明

東側道路に接す,
南 5π に±26あ り

ゆがむ円
形

93× 98 逆台形をなす な  し 不 明

調査区西東端にあ
る

西側は方
形,東側
円形

92× 130 ”
０
西壁はゆるく下がり,
東壁は直に上がる,
舟底形

床に付いて14の
土器底部がすわ
り;15～ 17の土
器片,打石斧 2,
横刃 1

縄文早
期中葉

59Eコ

14-21

29住の北東4.5π
±26の西8.5π

不整楕円
形,東側
耕作荒れ

98× 80 逆台形をなす な  し 不 明

26号住の炉址,北
側の 1部を切る

不整楕円
形

75× 60 U字形に掘りこむ 縄文中期土器片 縄文中
期中葉

図

２２

38号住の北,5.5
π。東3.5πに土
32がある。

楕円形 80× 135 ゆるい壁面をもって
南木断面は沈形をな
し,南北断面は逆台
形となる

な  し 不 明

±31の東3.5mに
ある。

楕円形 60× 85 ”
０
東から西へと深く掘
りこむ

な  し 不 明
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第56図 伊久間原遺跡下原面 土墳群 I

隔 響赫…へ /
W J F

Ⅳ    ±19    1L

i   ~

l薔 樹8去 る .1色吉Ll凩
色土(炭 )

o              2m

土墳群Ⅱ (± 4～ 9号 )

0                2m

(± 102,±10～ 15号 )

: 樹烏古螢農撃義b.24嗜晋讐去
(炭・焼■)
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第57図 伊久間原遺跡下原面
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Fゝ

7

菱
y'   

± 17                 
二      1 略ll色土(風色ましり), 2 ■13色土

101         .         2m

第58図 伊久間原遺跡下原面 土墳群Ⅲ (±17～ 19号 )

8

○
‐
ン

Ψ

N＼主
′0                2,用

第60図 伊久間原遺跡下原面 土墳22号 023号

主 28｀               0                .2m

第61図 伊久間原遺跡下原面 土墳26号～29号
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第62図 伊久間原遺跡下原面 土墳31号・ 32号



3.柱列比・柱穴群

柱列址 I(第63図 )

調査区域の北西端部に検出され,南北 4～4.5π×東西5。 2～5.5π の方形の範囲に 2間 ×2間の建物址

とみられるもので,主軸方向 N20° Eを示す。しかし,柱穴の並びはやや不規則である。

遺物 (第70図13～15)は陶器片数点がある。13は青磁の香炉片とみられ 口径H翻写紬のたっぷりかかっ

た美しいものである。14は碗の口縁部,鉄紬がかかる。15は碗の底部で須恵質で無紬,上部に僅か鉄紬が

かかる。その他碗とみる小片が3片ある。いずれも中世末とみるものであり,上段伊久間原面にあった伊

久間城跡に関連するものとみたい。

柱穴群 (第64図 )

1号住の南 5π,南は15号住に接する。西は調査除外区域となる。16個の柱穴が検出されているが,北

側には3個が 2列に並び,東側には4個が方形に並んでいるが,整った配置ではなく,建物址とはいえな

い。 1～ 1.5πの間隔をもっており,棚とも思われるが不明である。中世のものともみられるが,遺物は

なく,は っきりしない。

・ |。 |

◎■

0

◎

◎

引
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第64図 伊久間原遺跡下原面 柱穴群 I

4.集 石 炉

集石炉 I(第 65図 )

1号住の東 7π ,土壊群 Iの西6.5π にあり,周囲から離れた位置にある。主体部は2.43～ 2.2πの円形

をなし,西側に舌状に0。 95× 1.3πの三角形の突起をもつ,突起部は上部に礫をもうが下部は炭・灰がつ

まっている。深さ40mで段をもって主体部になる。主体部は上層より礫が詰まり,灰・炭が間隙を埋めて

うる。底部にはロームに付く礫があり,焼木もみられる。深さ75m,ナベ底形の断面形をなし,上層から

底部の焼土は顕著である。

遺物 (70図 1～ 3)に ,内部につめられた礫の中に 1～ 3の横刃形石器の出土をみているが,集石炉の

時代の決めてはない。

集石炉Π (第66図 )

東側道路の南東にあり,道路より4.3π入った位置にあり,21号住の東4.5πにある。南北2.4×東西2.2

5πの円形をなし,上部から底部にかけて礫がぎっしり詰まり,そ の間隙に灰・炭が埋まる。深さ90m,断

面形はナベ底形をなし,西壁上部には焼木が付き,東壁下半部に礫がついている。壁の上部から底部の焼

土は顕著であり,周辺にも焼土がみられる。

遺物 (第70図 4～ 6)に , 4～ 6の凹石が礫に混ざって出土をみるが,集石炉の時期は決めがたい。
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上層部及び断面図

0                    1m

底部及び断面図

伊久間原遺跡下原面 集石炉 I

0                 1.1
L■■■E==コ■■■E===■■■|========== 「

…■
====」

第66図 伊久間原遺跡下原面 集石炉Ⅱ

。医 SC
0ヽ_鳥誉湾滋満D箋 ,

汁g。        炭

ンダ 訴

ヽ ο

%

上層部及び断面図
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5。 竪 穴 遺 構

竪穴遺構 l(第 67図 )

西2.5π に18号住,北西65πに17号住あり,

東は中庭予定地の調査除外区となる。南北17

.5×東西4.13πのゆがむ楕円形をなし,東端

上層は配水管埋設で荒れている。ローム層に

深さ105m掘りこみ,断面形はナベ底形をな

す。覆土は上層に黒褐色土,次いでローム粒

を含む黒褐色土,下層はローム粒を含む暗褐

色土があって,底部のローム層となる。

遺物 (第90図 7～10)土器は数点の小片が

あり,図示した7・ 8は無文, 9の底部は2

条単位の斜沈線が施され,浅鉢形の底部であ

り,縄文中期の土器片とみる。石器に10の敲

打器があり,いずれも上層出土である。竪穴

の時期は不明であり,おそらく狩猟用の落し

穴とみたい。

6.方 形 周 溝

0                 2m

第67図 伊久間原遺跡下原面 竪穴遺構 I

方形周溝 I(第68図 )

調査区南端中央部にある。南北15×東西17πの範囲に東は切れており,コ の字状に幅70～100m, ロー

ム層に深さ25～35mの溝でほぼ方形に囲むものである。Jヒ西隅には幅約90mの陸橋状の切れがある。

遺物 (第90図 16～18)は溝よりの出土で僅かである。16は鉄紬碗片,18は碗底部,17は甕底部とみられ

須恵質で内面に鉄紬がかかる。この他図示しないが鉄鐸 1点がある。陶片は中世末とみられ,方形周溝の

性格は把握できなかった。

7.溝

溝址 I(第 69図 )

調査区域の南端にあり,H号住。38号住の南2πから南の段丘端部へ約15π延びて落ちている。幅1。 9
～2.5π あり,大半は約2.2π幅である。深さは北で15m,中 0南で40mと流れ沿って深さをましており,

ゆるいカープをなしており,洪水時の流路である。
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溝址Ⅱ (第69図 )

溝址 Iの西26πにあり,最南西端に検出された。北側はさらに北に進むとみるが,調査除外区で不明,

南に12π余延びて段丘崖に落ちる。幅1.5～ 2.lπ あり,大半は幅1.7π前後である。北側の調麿区境から2

2πの間は,流れのよどみをなしたとみ利幅2.lπ ,深さ20mの 1凹みがあり,それより南は幅1.6π前後,

深さ10m内外と深くなる。溝の西側の壁は直に近く,東壁はゆるやかに底部に至る。溝址 Iに比して流れ

はゆるやかで,洪水の余波の流れを受けた自然流路とみたい。`

遺物 (第70図 11012)は ,流れこみのもので11は横刃形石器,12は台付甕の底部片であり,縄文中期後

半Ⅲ期にみるものであり,こ の期以後の洪水流路とも思われる。

|‐

0                 4m溝断面図   lm
lllrmi■ 171

1 黒色上 (ロ ーム粒まじり), 2 暗褐色上 (炭 を含む)
3 褐色上 (炭を含む). 4 ■1色上 (ロ ーム・炭まじり)

第68図 伊久間原遺跡下原面 方形周溝 I

周溝北溝
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rlVl力 L断面i深 さ縮′く

0       1m

溝址Π
0             4m

第69図 伊久間原遺跡下原面

8。 伊久間原遺跡下原面発掘調査出土石器一覧表 (表 2)

E             F

F

A466.5m

＼

Ｄ
ヽ

て

下

B

＼

溝址 I

溝址 I・ Ⅱ

打……打石斧,横刃……横刃形石器,敲・・1・“敲打器,硬……硬砂岩

凝……凝灰岩,砂……砂質,黒……黒曜石

遺

　

構

図
番
号

器  種 材 質 熟
　
ｍ

幅

　

鍬

重量

タ

備 考 遺

　

構

図
番
号

NQ 器 種 材 質 黙
　
印

幅

　

印

重量

9

備 考

1住 7 ‐０
　

″

　

‐２

　

‐３

石 皿

石 鏃

敲

磨 石

花

黒

花

花

13

1。 3

6.0

8。 2

14.2

1。 3

4.6

7.6

一部欠け

一部欠け

住
　
″
　

　

″
　

″

22

23

24

25

石 鏃

ナイフ形
石器

磨 石

黒
　
″
　
　
花
　
″

13.1

7.2

1.5

1.1

7.4

7.0

風 化

住

　

″

石 鏃 黒

　

″

1.9

2.2

1.1

1.2

一部欠け
13住 Ｈ

　

″

石 鏃

石 錐

黒

　

″

1.0

1.0

0.6

0.3

一部欠け

聾部半折れ
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遺

　

構

図
番
号

器 種 材 質 長さ

卸

幅

　

ｍ

重量

,

備 考 遺

　

構

図
番
号

器 種 材 質 長さ

m

幅

　

鍬

重量

9

備 考

13住 11 28

29

30

31

32

剥片石器

台石 ?

磨 石

石ムロ

黒

花

硬

緑泥岩

硬

1.2

9。 3

5。 4

4.2

15。 7

2.0

8.7

3.8

4.7

9.5

層ミ  化

雛

″

出

間i
ら石器

1言
″石ITI矧夏
の他に黒曜石・チアート片多劉

鷲1榊 ?
あり

11住 23 31

32

33

34

35

36

40

41

42

43

44

45

46

飾 玉

石 匙

剥片石器

石 錐

尖頭器

石 鏃

凹 石

礫 器

敲 ?

凹 石

礫 器

磨 石

横 刃

″
　

打
　
敲

ロウ石

チャー ト

凝

チャート

ハ リ質
安山岩

凝

ハリ質
安山岩

チャート

タンパク石

黒

花

硬

粘板岩

花

硬

1.5

2.8

2.7

2.4

1.3

2.5

2.8

1.7

1.6

1.6

7.1

10.2

12.2

9.6

7.5

5。 8

3.8

5.6

4.6

5。 31

4.4

3.5

3.7

2.4

2.8

2.3

3.6

2.2

2.0

1.5

1.6

2.2

1.6

2.0

1.5

8。 9

10.4

2.7

8.9‐

9

5

7

4

7

383

380

80

506

223

187

38

56

32

5.5

3.0

180

200

刃部欠け

れ折

欠

14住 13 24

25

26

27

28

29

台 石

磨 石

凹 石

敲

花

硬

花

緑色岩

花

9。 3

8。 1

7.4

6.4

5。 1

8.6

10.8

10。 8

10.0

6.8

6.5

5.1

760

595

408

210

152

240

雲母多

17住 紙脚
　
　
　
″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

17

18

19

20

台 石

磨 石

石 匙

石匙 ?

砂 岩

硬

頁 岩

チャート

17.4

7.3

3.3

1.6

9.7

5.6

4.4

3.8 基部を欠く

38住 19

|

“

|

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

石 匙

剥片石器

石 匙

石 鏃

磨石斧

石 棒

横 刃

敲

台 石

敲

敲

刃横

敲

　

打

黒

緑色岩

砂 岩

硬

凝

花

ホルンヘ

ルス

硬

2.6

2.7

1.4

2.1

9。 4

12.6

6.7

5.4

5。 6

5.5

3.7

7.5

5。 1

8。 1

10。 3

8。 9

5.6

12.4

4。 2

3.4

2。 9

1.6

6.0

6.0

11.3

7.5

7.5

6.2

6.3

3。 7

5。 7

3.0

3.0

10.6

7.4

4。 6

335

700

120

92

75

30

31

68

50

60

40

765

310

305

一部欠け

折 れ

欠 け
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遺

　

構

図
番
号

器 種 材 質 長さ 幅
　

鍬

重量

9

備 考 遺

　

構

図
番
号

器 種 材 質 長さ

m

幅

　

印

重量

9

備 考

11住

以上つタ

14

15

16

17

18

「
,

磨 石

打

黒曜石 。ワ

硬

凝

硬

ャート片

5.6

5.5

7.5

9。 1

8.0

の多

4。 2

3.4

4.0

3.7

3.7

書の出

53

47

102

50

43

1土を

け

　

　

　

′
　

け

％

3住 敲 砂 岩

2住 磨 硬

6住 12

13

14

鏃

　

″
　
　
磨

黒
　

″
　
　
硬

2.1

1.5

1.5

4.7

1.5

1.2

1.2

5。 9 64

上部欠け

10住

打

　

″

石 匙

横 刃

打

横 刃

敲

チャート馨

硬

ハリ質
安山岩

硬

10.2

9。 2

8.6

7.7

5.0

4.0

5。 1

4.8

4.1

8。 7

5.5

3.2

7.1

2.8

47

83

230

92

25

(縦長)

刃部折れ

基部折れ

刃部折れ

30生L 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

石 棒

打

横 刃

横 刃

石匙大

凹 石

磨

鏃

石 匙

剥片石器

緑色岩

硬

凝

硬

花

黒

ハリ質
安山岩

黒

粘板岩

19。 2

13.3

10.3

11.2

12.0

5.7

6.8

5。 4

5.5

5。 2

4.7

6.3

6.6

7.4

8。 7

3.2

1.2

1。 7

2.2

6.4

5.0

4.2

4.7

4.0

10。 7

9.0

9.0

6.2

8.3

6.8

9。 2

8.0

8.6

9.7

1.6

0。 8

1。 0

6.0

188 型大

型
　
型

大
　
大

風化著しい

12住 石 鏃 黒

15住 大型横刃 硬 15。 2

20住 横 刃 硬 30

26在L
９

　

１０

打

　

″

凝

　

″

13.2

12.3

29生ヒ 硬 基部欠け

32tL 12。 0 大型完形

駐
　
　
″
　

″

″

　

　

　

　

　

　

″
　
　
　
　
″

21

22

23

″

　

　

　

　

　

　

″
　
　
　
　

″

粘板岩

硬

7.0

6.0

5.0

6.2

7.2

4.7

刃部 0基

部折れ

基部折れ

34生L 凝 10.8 大型完形

5住 Ｍ磯
　　　
″　　　　″ 刃

打
　
敲

横

硬

砂 岩

硬

4住 ３０
　

″

　

″

９

　

１０
　

Ｈ

打

剥片石器

凝
　
硬
　
黒

10.2

9。 0

2.5

７５

　

８５
折 れ

8住 打 刃部折れ
大形

3住 ３５
　

″

　

″

磨
　
敲

磨

輝緑岩

砂 岩

7.6

10.3

4.7

5。 3

3.3

3.3

折 れ
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土墳,集石炉 I・ Π,竪穴,溝址

遺

　

構

図
番
号

器 種 材 質 長 さ 幅
　

ｍ

重量

9

備 考

±10 打 硬 10.2

±14 磨石斧

横 刃

砂 岩

凝

12.2

6.7

5.3

5.8

刃部折れ

」ヒ20 鏃 黒 部欠け

」ヒ23 横 刃 硬 48

±28 18

19

20

21

打

　

〃

横 刃

凝

硬

13.7

10.2

5.5

5。 1

3.6

4.4

6。 3

8.4

100

56

42

63

石
Ｉ
集
炉

横 刃 焼け著じ
い (左側
ススけて
黒ずむ)

″ Ⅱ 11.0

暁け (黒
ずむ)

″ Ⅱ 凹 石 花

　

″
　

″

7.1

7.3

7.0

9。 4

9.7

9。 1

４２

　

侶

　

５‐

竪穴 敲 硬 12.6

溝址 横 刃 凝
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めⅣ

伊久間原遺跡の調査は,昭和27・ 29年度に最初の調査が行われ,昭和52年度に伊久間原面と下原面北側

と中央部の1部発掘調査がなされ,昭和53年度畑灌水工事に伴う立合調査が実施された。その結果,381

軒の住居址の存在が確かめられた。しかし,今次調査区は,下原面の最南西端部にあり,伊久間原遺跡で

の調査が全くなされていない唯一の残された地区であった。 1

今次の調査の結果,住居址38軒・土墳32基・集石炉 2基の他柱列址 0竪穴遺構。方形周溝・溝址等が検

出された。これらについて各時代毎概観することで,ま とめとしたい。また,調査区の徴地形と遺構との

関連も考えてみたい。

調査区の徴地形は,北から東は上段の伊久間原原の緩い段丘崖が下原面へと下がり,下原の中央部から

北は平坦な面をなしているが,南端部は南北130πで比高3πとなる。大降雨の際は上段面より比高17π

の段丘崖を流れ落ちる洪水は, この南端部を削って
二気に浸蝕崖を下ったものとみる。土層をみると,10

m前後の耕土 (表土)下は,ロ ームの耕作攪乱があってローム層となっており,耕土は薄く,直にローム

となることは,表土の流失を物語っている。

調査された38軒の住居址のうち,竪穴住居世の形態をなすは11軒のみで,他は壁は削りとられ,炉址と

柱穴の検出によって住居址を確認したものであ

り,地形的影響によるものと受けとめられる。 道

縄文早期末

住居址 5軒が,調査区の北西部に南北25π ,

東西32πの範囲に東西方向に並ぶ,円形の竪穴

住居址である。壁高は北の住居址は深く,南は

浅い。各住居址の共通点は,地床炉でその近く

に柱穴をもつことである。この柱穴は,壁に沿っ

て配置する主柱穴に比し,深い掘りこみである。

中心の柱を軸にして円錐形状の屋根であったの

説もあり注目される (第71図 )。

縄文早期土器 (第72図)東海系の土器群であ

り,深鉢で鈍い尖底となるものと丸底がある。

主体となる土器は, 2～ 5″mと薄手の硬い典型

的なオセンベイ土器であり,その他,厚みをも

つ土器・貼布帯・縄文を施す土器等四類がみら

れる。

① 薄手土器には無文と条線文土器があり,
暗褐色・黒褐色を呈す。条線文をもつものには,第71図

⊂ 〕
:fL

伊久間原遺跡下原面 縄文早期末住居址分布図
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口端に刻み (7),圧痕を施す (9),回縁に押引列点をもつ (4),日端から条線を下ろす (306)等
がある。条線は櫛状具によるが多く,半裁竹管によるものもある。条線文には平行する (4),羽状(60
7),逆三角形をなす (9),菱形格子目 (3025)があり,12にみるように頸部とみるくびれ部に爪形圧
痕をめぐらし,その上下に羽状条線を施す一点がある。

② 口縁に横位の隆帯を貼布し,それを櫛・箆・半裁竹管等で爪形文・斜沈線を施し,その下は無文と
なる (10014・ 15),条痕を施す (■ 013016019)が ある。14は内面を折り返し肥厚させたとみられ,

波状口縁をなす。13は横位の貼布帯から折れてやや低い縦の隆帯を下げる一例がある。これら土器はやや

7
W

騨r、
19
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厚みをまし, 5～ 6“″となり,黄褐色 0褐色を呈し,胎土に雲母が多くみられる。

③ 器の厚みが5～ 8"“,明るい黄褐色または褐色を呈す一群の土器である。日端に刻みをつけ,それ
より櫛状具による浅い条線による逆三角を施す (5),平縁の口端より半裁竹管の条線を逆三角形に下ろ

し,日縁下部に竹管による刺突文をめぐらし,き らに櫛状具による交差する条線を施す (8)がある。胴

部は無文となるとみられ,隆帯を残す (17・ 20)等があり,指圧痕を著しく残している。

④ 31032に みる縄文施文土器がある。胎土に僅か繊維を含み,特徴として黒曜石の紛末が混入されて

いることである。9号住を除き各住居址より2・ 3片程が出土しており,出十量は極めて少ない。

石器の出土は少なく, 5住址出土計で,石鏃60石錐10石匙2・ 剥片石器2の小形石器に,石皿10

台石5・ 磨石8・ 敲打器20凹石1である。これに反し,黒曜石・チァート片が各住居址から多く出土し

ている。

縄文前期

前期中葉の住居址と後半住居址各 1軒が,調査区の南端近くに検出され 中葉住居址の上に後半住がのっ

ていた。

中葉住居址は径約 7πの円形,壁高80～68翻の竪穴住居である。床面は張り床となるが,凹凸があり,

平坦でない。壁が高いため南壁を半円に二段掘りこむ出入口がつき,その下段は粘土を枕状に固めて並ベ

崩れを防いでいることに特徴がみられる。

土器は,関東系の黒浜式を主体に,関西系のJヒ白川下層Ⅱ式がはいっており,完成品はないが量は多く,

当地方ではこの期の出土が少なかっただけに注目される。石器は早期に比し多くなり,横刃形石器が多い

のが目をひき,打石斧の出現がみられる。

後半住居址は,中葉住の上に構築され,径5.1～4.7π の精円形をなし,壁高は50m前後である。壁の状

態をみると,堅く, しっかりしており,人工的に下層住を埋めて作ったとはいえない。後半住のまわりに

残る中葉住の覆土は固く,一時的な豪雨によって埋められた後に構築された住居址とみたい。

土器は,関東系の諸磯 a式を主体に,北白川下層Ⅱb式を伴出している。石器は多く,打石斧の数を増

してくる。飾玉 1個出土があり,黒曜石片が中葉・後半住居址より多量に出土している。

縄文中期

中葉期の住居址ではっきりしたのは 2軒と土墳 1基がある。30号住より完形の装飾把手付深鉢形土器の

出土が注目された。諏訪地方の藤内Ⅱ式に比定される土器で,石器の出土量も多く,打石斧・横刃形石器

が増加し,生活の変化がみられてくる。

中期後半期とみる住居址は,すべて壁は削られ,炉址の大きさ,石囲炉であったとみる石の抜かれた痕

跡等が, この期の住居址の存在を知る手掛であった。

縄文後期

三軒の住居址が検出されたが,壁はいずれも削りとられてぃた。炉址の覆土より出土した土器で時期を

知ったものであり,後期後半の加曽利B式に比定されるものである。

壁が削りとられ,炉址と柱穴によって住居址と認めた中には,縄文早。前・中期の土器片の出土をみた

のがあるが,出土は僅かで,また,出土状況も不安定で,はっきりその時期は決めがたい。
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土墳32基の中で,は っきりしているのは,土墳 I群の後期土器の出土をみているものと,土墳28号の縄
文中期中葉の土器の出土したもののみで,他ははっきりしない。

集石炉 Iでは,横刃形石器とみるが3個出土しているが,はっきりしない。集石炉Ⅱより凹石3個の出
土は注目さるべきであるが,その時期は把握できなかった。

溝址の IOⅡ は調査区の最南端の段丘縁部に検出され,洪水時の自然流路とみるものである。溝址Ⅱの

底部より横刃形石器と縄文中期Ⅲ期とみる台付土器片の出土をみる。下原南端部を襲った上段面を流れ落

ちた洪水の一時期を示すものとみられる。

中世では,柱列力L(建物址 ?)出土に青磁片。鉄紬椀等があり,囲溝址出土に椀片・鉄鉾があり,中世
末のものである。上段面にあった伊久間域跡に関連する遺構とみる。

今次,下原面調査で弥生。古墳時代の遺構・遺物の検出は皆無である。上段の伊久間原面調査で,弥生
中。後期,古墳時代各期の集落が調査され,下原面の北側調査では弥生後期の住居址・方形周溝墓が検出
されているに反し,下原南端部では弥生。古墳時代についての遺構皆無は,注視すべきである。おそらく
この区域の自然環境が大きく影響しているものと受けとめたい。

おわりに,本次調査にあたって御指導いただけた先生方の御教示,地元の方々の御理解・御協力,作業
にあたられた方々の御骨折りのあったことを深謝したい。

(佐藤甦信)
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図版 I遺跡

伊久間原遺跡下原面南側

同上 発掘調査区域 (中央道路の上 )



図版 1遺跡群
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図版 Ⅲ遺構 。遺物
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縄文前期 38号住居址
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同上 土器出土状況



38号住居址出土土器 (縄文前期)

38号住居址出土石器
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11号住居址出土土器 (縄文前期)

11号住居址出土土器 (縄文前期)



縄文中期 30号住居址

正  面

同住居址出土深鉢 (中期中葉)

側  面



30号住居址 (深鉢出土状況) 30号住居址出土土器
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8号住居址出土遺物 (縄文後期)上の中―耳栓

5号住居址出土土器―縄文後期

(左側上左土器は表面,右の写真はその裏面)

土墳群 I 土墳群Ⅱ
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図版IV発掘スナ ツプ

調査にかかる

調 査 団

住居址の調査
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調 査 組 織

1。 伊久間原遺跡下原面調査委員会~  
中 川   勲   喬木村教育委員会委員長
下 岡 輝 男   喬木村教育長 (前 )
下 岡 重 尊   〃  (現 )′
原   義 人   喬木村教育委員
桐 生 文 雄    ″

鈴 川 英 人    ″

原   五 郎   喬木村文化財保護委員会委員長
黒 川 良 一   喬木村歴史民俗資料館専門主事
塩 沢 久 一   小渋土地改良区伊久間事業所
矢 沢   武         ″

吉 川 邦 夫     ″

牧 内 友 春   伊久間区長

2.調 査 団           ｀

団  長   佐 藤 甦 信

調 査 員   今 村 正 次
〃    市 沢 英 利

〃    牧 内 住 子

調査補助員     松 下 真 幸
″       田 口 さなゑ

3.作 業 員

福 島 明 夫   柳 沢 八重子   下 岡 米 男   丸 山 尚 志

松 尾 研 原 礼 三 原 イトシ 近 藤 ちよゑ

吉 川 京 子   野 島 むつへ   川 口 千 歳   木 村 広 信

湯 沢 恵 子  大 原 久 和  原  芳 美  川 口 範 子

下 岡 ちずか   鈴 川 あつ子   三 石 加代子   佐 藤 いなゑ

4.指   導      長野県教育委員会文化課

5。 事 務 局

柳 沢 治 人   喬木村教育委員会事務局長

市 瀬 武 文   喬木村教育委員会社会教育係長

永 井 宗 寿   喬木村教育委員会社会教育係
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長野県飯田市通り町 1-2
印 刷  株式会社 秀 文 社


